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田
村
東
部
環
境
セ
ン
タ
ー

田
村
広
域
行
政
組
合
か
ら
の

脱
退
に
つ
い
て

去
る
３
月
27
日
の
臨
時
議

会
で
、
田
村
広
域
行
政
組

合
か
ら
の
脱
退
に
関
す
る
議
案

が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
4

年
後
の
平
成
35
年
（
令
和
5
年
）

3
月
31
日
に
脱
退
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

田
村
広
域
行
政
組
合
は
、
昭

和
40
年
に
当
時
の
田
村
郡

7
町
村
が
設
立
し
た
「
田
村
地

方
衛
生
処
理
組
合
」
を
ス
タ
ー

ト
と
し
、
現
在
は
田
村
市
、
三

春
町
、
小
野
町
の
3
団
体
で
構

成
さ
れ
、
し
尿
処
理
を
行
う
田

村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー
（
船

引
町
）、
一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）

処
理
を
行
う
田
村
東
部
環
境
セ

ン
タ
ー
（
滝
根
町
）
と
田
村
西

部
環
境
セ
ン
タ
ー
（
三
春
町
）

の
２
カ
所
の
焼
却
施
設
、
最
終

処
分
場
（
常
葉
町
）
の
各
施
設

の
運
営
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
情
報

シ
ス
テ
ム
の
管
理
業
務
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

組
合
で
は
、
ご
み
焼
却
施
設

の
老
朽
化
対
策
と
さ
ら
な

る
効
率
化
を
期
す
る
た
め
、
平

成
27
年
か
ら
施
設
の
在
り
方
や

施
設
整
備
の
検
討
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
翌
28
年

に
は
、
以
前
か
ら
の
方
針
ど
お

り
、「
現
在
2
カ
所
あ
る
東
西
の

環
境
セ
ン
タ
ー
を
１
カ
所
に
集

約
す
る
」
こ
と
。
ま
た
、
新
た

な
施
設
は
造
ら
ず
、「
滝
根
町
に

あ
る
田
村
東
部
環
境
セ
ン
タ
ー

の
処
理
能
力
を
増
強
し
て
管
内

の
ご
み
焼
却
を
行
う
」こ
と
。「
集

約
と
処
理
能
力
増
強
の
た
め
の

基
幹
改
良
工
事
を
平
成
32
年
度

末
ま
で
に
行
う
」
こ
と
な
ど
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
集
約
・
基
幹
改
良
計
画

を
実
現
す
る
に
は
、
組
合
を
構

成
す
る
田
村
市
・
三
春
町
・
小

野
町
の
役
割
分
担
や
費
用
負
担

な
ど
を
定
め
た
組
合
規
約
の
改

正
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

規
約
の
改
正
に
は
構
成
市
町
議

会
の
同
意
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

田
村
市
を
含
む
3
市
町
で
は
、

平
成
29
年
12
月
定
例
会
に
規
約

改
正
の
議
案
を
提
出
し
、
田
村

市
と
小
野
町
の
議
会
で
は
可
決

さ
れ
ま
し
た
が
、
三
春
町
議
会

で
は
今
日
ま
で
議
決
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

組
合
を
構
成
す
る
3
市
町
の

執
行
機
関
（
市
長
・
町
長
）
と

2
市
町
の
議
会
の
同
意
が
得
ら

れ
た
も
の
の
、
1
町
の
議
会
の

同
意
が
得
ら
れ
な
い
事
態
に
対

し
て
、
組
合
で
は
計
画
の
見
直

し
や
三
春
町
へ
の
説
明
な
ど
を

行
っ
て
き
た
ほ
か
、
三
春
町
議

会
の
疑
問
や
懸
念
に
応
え
る
対

応
策
も
提
示
し
て
き
ま
し
た
が
、

1
年
以
上
に
わ
た
っ
て
議
会
の

賛
否
が
示
さ
れ
な
い
状
況
が
継

続
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
焼
却
施
設
を
1
カ
所
に

集
約
す
る
こ
と
や
立
地
場
所
を

田
村
市
内
と
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
い
わ
ゆ
る
迷
惑
施
設
に

対
す
る
住
民
や
行
政
が
負
う
リ

ス
ク
を
組
合
管
内
の
町
村
が
公

平
に
分
担
す
る
観
点
か
ら
、
合

併
前
の
旧
7
町
村
時
か
ら
の
既

定
路
線
で
あ
り
ま
し
た
。
今
回

の
計
画
に
際
し
て
行
わ
れ
た
調

査
や
検
討
で
は
、
過
去
の
経
過

を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
廃
棄
物

処
理
を
巡
る
諸
情
勢
、
今
後
の

ご
み
の
発
生
予
測
、
収
集
・
運

搬
や
焼
却
の
効
率
性
・
経
済
性

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
総

合
的
に
熟
慮
し
、
結
果
、
こ
れ

ま
で
の
方
針
ど
お
り
、
1
カ
所

に
集
約
し
田
村
市
内
に
施
設
を

整
備
す
る
こ
と
を
最
良
の
方
策

と
し
て
決
定
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
か
ら
田
村
東
部

環
境
セ
ン
タ
ー
の
基
幹
改

良
工
事
に
着
手
し
、
平
成
33
年

4
月
か
ら
稼
働
さ
せ
る
と
し
た

当
初
の
計
画
で
は
、
国
か
ら
の

極
め
て
有
利
な
財
政
支
援
措
置

を
見
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
1
年
以
上
工
事
の
実
施
が

停
滞
し
て
い
る
こ
と
で
期
限
切

れ
と
な
り
、
5
億
円
余
り
（
田

村
市
分
と
し
て
案
分
し
た
場
合

に
は
3
億
円
強
）
の
助
成
金
を

逸
失
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

現
在
の
田
村
東
部
環
境
セ
ン

タ
ー
で
は
、
市
内
で
発
生
す
る

ご
み
の
2
割
超
を
焼
却
処
理
し

て
い
ま
す
が
、
施
設
の
老
朽
化

と
非
効
率
な
焼
却
運
転
が
解
消

さ
れ
な
い
こ
と
で
、
基
幹
改
良

後
に
見
込
ん
で
い
た
運
営
経
費

の
圧
縮
が
図
れ
ず
、
田
村
市
分

と
し
て
市
民
の
税
金
か
ら
年
間

5
千
万
円
以
上
の
無
駄
な
支
出

が
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
老
朽

化
が
進
行
し
て
い
る
田
村
東
部

環
境
セ
ン
タ
ー
の
改
良
補
修
か

代
替
施
設
の
整
備
が
進
ま
な
い

場
合
、
市
内
の
20
％
を
超
え
る

ご
み
と
小
野
町
か
ら
発
生
す
る

ごみ焼却施設集約の機関決定から脱退までの経緯

平成 28年 8月 ごみ焼却施設の東部環境センターへの集約を機関決定

平成 29年 9～ 10月 計画内容を、組合議会、各市町議会全員協議会などで説明

平成 29年 12月 田村市議会で関連議案が可決

平成 30年 1月 小野町議会で関連議案が可決。三春町議会は継続審査（その後廃案）

平成 30年 12月 三春町議会で再度の継続審査、小野町では再度可決

平成 31年 1月 組合理事会で、東部環境センターへの集約が白紙となる

平成 31年 3月 田村市議会で、広域行政組合脱退に関する議案を可決

田
村
広
域
行
政
組
合
で

行
っ
て
い
る
も
の

田
村
広
域
行
政
組
合
か
ら

脱
退
を
議
決

ご
み
焼
却
施
設
整
備
の

検
討
・
協
議

ご
み
の
処
理
が
、
そ
う
遠
く
な

い
将
来
に
滞
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
3
人
の
市
町
長
が

理
事
に
な
り
、
3
市
町
議
会
か

ら
の
代
表
者
が
組
合
議
会
議
員

と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
組
合
組

織
で
決
定
さ
れ
、
構
成
市
町
議

会
の
過
半
数
の
理
解
を
得
な
が

ら
も
、
一
部
の
賛
同
が
得
ら
れ

な
い
た
め
に
組
合
の
重
要
案
件

が
実
現
し
な
い
こ
と
は
、
今
後

に
お
い
て
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
膠
着
し
た
現
在

の
状
況
を
進
展
さ
せ
、
将
来
を

見
通
し
た
市
内
の
ご
み
処
理
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
と
、
組
合

の
意
思
決
定
に
対
す
る
懸
念
を

払
拭
し
、「
ご
み
処
理
に
限
ら
ず

市
が
主
体
的
に
施
策
を
選
択
で

き
る
構
造
と
す
る
」
た
め
、
田

村
広
域
行
政
組
合
か
ら
脱
退
を

決
め
ま
し
た
。

　

組
合
が
設
立
・
再
編
さ
れ
た

当
時
の
7
町
村
の
構
成
で
は
、

組
合
に
代
わ
っ
て
広
域
行
政
を

リ
ー
ド
す
る
町
村
も
な
く
、
一

部
事
務
組
合
に
よ
る
共
同
処
理

以
外
に
業
務
の
効
率
化
を
期
す

る
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
合
併
に
よ
り
自
治
体
と
し

て
の
体
力
強
化
と
行
政
運
営
の

効
率
化
を
図
り
、
田
村
市
単
独

ご
み
処
理
問
題
の
解
消
と

行
政
運
営
の
効
率
化

で
も
廃
棄
物
処
理
行
政
や
情
報

系
施
策
を
担
え
る
組
織
基
盤
を

整
え
た
こ
と
も
、
脱
退
を
判
断

し
た
理
由
の
一
つ
で
す
。

組
合
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ご
み
の
出
し
方

な
ど
、「
市
民
生
活
が
変
わ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
ま
た
、
持

続
可
能
な
体
制
と
す
る
た
め
、

効
率
性
や
経
済
性
も
十
分
検
討

し
た
上
で
脱
退
を
判
断
し
ま
し

た
の
で
、
新
た
な
市
民
負
担
が

生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

結
果
と
し
て
、
5
年
後
に
は

組
合
を
脱
退
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
今
回
の
決
定
は
広
域

行
政
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の

停
滞
し
た
状
況
を
前
進
さ
せ
、

組
織
の
仕
組
み
を
変
え
る
こ
と

が
目
的
で
す
の
で
、
今
後
に
お

い
て
も
近
隣
町
と
の
連
携
や
広

域
行
政
の
取
組
み
に
意
義
や
有

効
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
積
極

的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

田村広域行政組合脱退議案賛否一覧

議員番号 議員氏名 賛否 会派
1 二瓶　恵美子 反対 声をきく会
2 石井　忠重 賛成 新政たむら未来
3 白石　高司 反対 声をきく会
4 佐藤　重実 賛成 改革未来たむら
5 白石　勝彦 反対 声をきく会
6 安瀬　信一 賛成 新政たむら未来
7 渡邉　照雄 賛成 市民 net たむら
8 土屋　省一 賛成 無会派
9 大橋　幹一 賛成 改革未来たむら
10 吉田　文夫 賛成 市民 net たむら
11 遠藤　正德 賛成 至誠会
12 菊地　武司 賛成 市民 net たむら
13 石井　忠治 賛成 新政たむら未来
14 木村　高雄 賛成 無会派
15 照山　成信 反対 政友会
16 半谷　理孝 賛成 政友会
17 長谷川　元行 賛成 市民の会
18 猪瀬　明 賛成 政友会
19 橋本　紀一 賛成 市民の会
20 大和田　博 至誠会

市
民
生
活
は
変
わ
ら
ず

今
後
の
連
携
も


